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い
つ
の
間
に
や
ら
七
十
七
才
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
子
供
の
頃
「
村
の
は
ず

れ
の
船
頭
さ
ん
は
、
今
年
六
十
の
お
爺

さ
ん
」
♪ 

と
い
う
童
謡
を
歌
っ
て
い

た
が
、
七
十
七
才
は
ま
さ
に
化
石
年
齢

で
あ
る
。
二
月
二
十
九
日
と
い
う
ヘ
ン 

な
日
に
生
ま
れ
て
い
る
の
で
、
本
当
の

誕
生
日
は
十
九
回
し
か
迎
え
て
い
な
い

が
、
な
ん
と
い
わ
れ
て
も
本
年
は
七
十

七
才
の
大
台
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
。
他

の
国
に
は
な
い
が
、
日
本
で
は
特
に
こ

の
七
十
七
を
喜
寿
と
し
て
大
切
に
取
り

扱
う
習
慣
が
あ
る
。
こ
の
年
齢
に
な
る

と
誕
生
日
な
ど
そ
れ
程
重
視
し
な
い
の

が
一
般
だ
が
私
は
な
ん
と
な
く
七
十
七 

        

才
を
自
分
な
り
に
丁
寧
に
迎
え
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
。 

 

そ
こ
で
家
族
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

喜
寿
爆
笑
出
版
記
念
会
を
す
る
こ
と
に

し
た
。 

 
普
通
こ
の
よ
う
な
記
念
会
は
何
人
か

有
名
人
に
お
願
い
し
て
発
起
人
を
形
成

す
る
も
の
だ
が
、
今
回
は
一
切
設
置
せ

ず
、
自
作
自
演
の
人
生
劇
場
を
作
っ
て

見
た
か
っ
た
。人
生
は
ド
ラ
マ
で
あ
る
。  

一
人
一
人
が
ド
ラ
マ
の
主
役
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

私
は
私
な
り
に
シ
ナ
リ
オ
を
作
り

演
じ
て
み
た
か
っ
た
。 

目
的
は
唯
一
つ
。
私
を
こ
れ
ま
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
友
人
た
ち
に

心
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
か

っ
た
。
集
ま
っ
た
約
百
五
十
人
の
友
人

達
は
下
手
な
私
の
落
語
に
大
声
で
笑
っ

て
く
れ
、
合
唱
し
、
締
め
く
く
り
は
私

の
「
あ
り
が
と
う
￤
感
謝
」
の
歌
に
割

れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を
く
だ
さ
っ
た
。 

 
 

当
日
の
出
席
者
の
中
に
は
有
名
な

方        方
や
社
会
的
に
高
い
地
位
に
い
る
人
も 

お
ら
れ
た
が
私
に
と
っ
て
は
老
人
ホ
ー

ム
の
一
人
の
介
護
士
も
す
べ
て
大
切
な

友
人
な
の
で
特
別
な
人
の
紹
介
を
殆
ん

ど
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
会
で 

時
々
長
い
ス
ピ
ー
チ
に
う
ん
ざ
り
す
る

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
ス
ピ
ー
チ
も
割
愛

し
た
。
祝
電
も
一
切
読
み
上
げ
な
か
っ

た
。
と
に
か
く
こ
の
会
場
に
集
ま
っ
て

く
だ
さ
っ
た
友
人
達
が
心
か
ら
楽
し
ん

で
ほ
し
か
っ
た
。 

 

司
会
の
保
坂
さ
ん
が
長
く
な
り
そ

う
な
ス
ピ
ー
チ
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
く
れ

た
。
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
は
青
木
さ

ん
と
健
生
会
役
員
の
皆
様
の
リ
ー
ド
で

会
場
に
高
々
と
こ
だ
ま
し
た
。
健
生
会

を
代
表
し
て
秋
元
さ
ん
か
ら
花
束
を
い

た
だ
き
、
和
さ
ん
の
「
美
し
い
日
本
」

に
会
場
は
ど
よ
め
い
た
。
は
っ
と
気
が

付
い
て
み
た
ら「
渡
邊
一
雄
人
生
劇
場
」

を
も
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
の
は
全
て
健

生
会
員
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

健
生
会
ニ
ュ
ー
ス
四
月
号
（
３
３
９

号
）
に
青
木
会
長
の
爆
笑
記
念
会
に
対

す
る
こ
こ
ろ
こ
も
る
感
想
と
保
坂
副
会

長
の
出
版
記
念
本
「
七
十
七
才
の
バ
ケ

ッ
ト
リ
ス
ト
」
へ
の
す
ば
ら
し
い
書
評

が
掲
載
さ
れ
、
何
度
も
何
度
も
読
み
返

し
た
。
こ
の
二
つ
の
文
章
は
我
が
家
の

宝
と
し
て
子
供
や
子
孫
に
残
し
て
い
き

た
い
。
こ
の
誌
上
を
借
り
て
お
二
人
と

当
日
ご
出
席
い
た
だ
い
た
健
生
会
員
の

皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

私
の
一
生
に
一
回
の
喜
寿
出
版
記

念
会
は
ま
さ
に
「
い
い
汗
、
い
い
恥
」

を
か
い
た
と
い
う
の
が
率
直
な
印
象
で

あ
る
。
特
に
「
い
い
恥
」
と
い
う
の
は

私
の
ど
ん
な
つ
た
な
い
行
動
も
笑
っ
て

許
し
て
く
れ
る
友
人
が
い
た
か
ら
出
来

た
こ
と
で
あ
る
。 

今
は
心
の
中
に
五
月
の
爽
や
か
な

緑
の
風
が
吹
い
て
い
て
こ
れ
か
ら
は
一

層「
為
己
為
人
」（
ワ
イ
ケ
イ
ワ
イ
ヤ
ン
）

の
精
神
で
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
の
が

私
の「
七
十
七
才
の
バ
ケ
ッ
ト
リ
ス
ト
」

で
あ
る
。 
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健
康
だ
よ
り
・
第
一
九
四
号 

平
成
二
十
五
年
五
月 

世
界
に
蔓
延
す
る
糖
尿
病 

第
五
弾 

 

長
寿
の
秘
訣
研
究
会 

 

松
島 

勇
次 

  

糖
化
こ
そ
老
化
や
病
気
を
引
き
起

こ
す
元
凶
だ
っ
た
。
糖
化
と
は
私
達
の

体
は
ほ
と
ん
ど
蛋
白
質
で
出
来
て
い
て
、

体
内
に
入
っ
て
き
た
糖
と
結
び
や
す
い

性
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
両
者
が
結
合

す
る
と
、
蛋
白
質
が
糖
化
最
終
生
成
物

（
Ａ
Ｇ
Ｅ
）
と
い
う
老
化
促
進
物
質
を

生
み
出
し
て
し
ま
う
。
血
液
中
に
糖
が

多
い
状
態
で
作
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、

食
事
を
多
く
摂
り
す
ぎ
た
り
、
炭
水
化

物
や
甘
い
も
の
な
ど
の
糖
質
の
摂
取
が

過
剰
だ
っ
た
り
す
る
と
、
糖
化
に
よ
っ

て
出
来
る
物
質
（
Ａ
Ｇ
Ｅ
）
が
、
最
近

の
医
学
研
究
で
は
、
こ
の
物
質
が
老
化

を
加
速
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
招

く
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

糖
化
が
進
ん
で
い
く
と
、
シ
ミ
、
シ

ワ
、
く
す
み
な
ど
で
肌
を
老
化
さ
せ
る

ば
か
り
か
、
糖
尿
病
の
合
併
症
に
つ
な

が
り
ま
す
。
さ
ら
に
目
、
脳
神
経
、
血

管
、
血
液
、
骨
な
ど
に
も
密
接
に
関
係

し
て
い
ま
す
。
医
療
界
で
は
、
酸
化
よ

り
も
糖
化
が
健
康
と
美
容
の
大
敵
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
糖
化
を
防
ぐ
た
め
に 

は
血
糖
値
を
急
激
に
上
げ
な
い
事
が
大 

事
。
食
事
の
際
は
、
血
糖
が
増
え
に
く

い
食
材
か
ら
食
べ
て
い
く
こ
と
が
抗
糖

化
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
血
糖
値

の
急
上
昇
を
避
け
る
食
材
の
代
表
は
食

物
繊
維
。
そ
こ
で
食
事
の
順
番
と
し
て

食
物
繊
維
の
多
い
、
ご
ぼ
う
、
さ
つ
ま

い
も
な
ど
の
野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻
、

豆
類
な
ど
。
ご
ぼ
う
、
ひ
じ
き
、
大
豆

な
ど
の
不
溶
性
食
物
繊
維
は
、
便
秘
の

改
善
や
大
腸
が
ん
の
予
防
に
有
効
。
ま

た
、
き
く
ら
げ
、
ら
っ
き
ょ
う
、
果
物

な
ど
の
水
溶
性
食
物
繊
維
は
、
血
糖
値

が
ゆ
っ
く
り
上
昇
す
る
抗
糖
化
食
で
す
。 

 

 

野
菜
の
次
は
、
脂
肪
や
た
ん
ぱ
く
質

の
少
な
め
の
魚
を
食
べ
、
血
糖
値
の
上

が
り
や
す
い
白
米
は
後
に
し
ま
す
。
出

来
れ
ば
雑
穀
米
や
玄
米
が
お
勧
め
で
す
。 

 

血
糖
値
の
急
上
昇
を
抑
え
る
食
事
の

順
序
は
、
野
菜
～
魚
・
肉
～
ご
飯
と
い

う
「
懐
石
食
べ
」
が
お
勧
め
で
す
。
そ

し
て
食
後
に
は
抗
糖
化
作
用
の
あ
る
ハ

ー
ブ
テ
ィ
を
お
飲
み
下
さ
い
。
次
に
緑

の
濃
い
野
菜
を
食
べ
る
。
ア
メ
リ
カ
の

二
〇
一
〇
年
の
研
究
に
お
い
て
、
緑
の

野
菜
は
糖
尿
病
の
発
症
を
抑
制
す
る
と

い
う
論
文
を
発
表
し
、
根
拠
と
し
て
、

糖
化
最
終
生
成
物（
Ａ
Ｇ
Ｅ
）を
抑
え
、

カ
リ
ウ
ム
の
摂
取
が
糖
尿
病
の
発
症
を

抑
え
る
効
果
が
あ
る
事
が
わ
か
り
し
た
。 

 

ご
ぼ
う
、
大
根
な
ど
の
根
菜
類
や
ト
マ

ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
果
菜
類
よ
り
も
、
ほ

う
れ
ん
草
、
小
松
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白

菜
な
ど
の
葉
菜
類
が
特
に
効
果
的
で
す
。

最
後
に
加
工
食
品
の
注
意
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
普
通
の
肉
よ
り

Ａ
Ｇ
Ｅ
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ク

ッ
キ
ー
，
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
類
な
ど
は
、
小
麦
粉
に
砂
糖
を
混
ぜ

て
加
熱
し
た
も
の
。
そ
の
加
熱
加
工
の

過
程
で
、
小
麦
粉
に
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ

く
質
と
糖
が
反
応
し
て
糖
化
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。糖
化
に
気
を
つ
け
る
事
が
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
必
要
と
い
う
事

が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

終
了 

 
 

  

「
大
江
戸
花
め
ぐ
り
」
カ
ル
チ
ャ
ー 

ウ
オ
―
キ
ン
グ
に
参
加
・
報
告 

内
田 

稚
代 

三
月
二
十
九
日
（
金
）
大
江
戸
線 

練
馬
駅
を
参
加
者
十
九
名
は
リ
ー
ダ
ー

の
市
川
先
生
と
新
宿
駅
西
口
で
合
流
し

本
日
の
周
る
コ
ー
ス
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
私
の
記
憶
に
あ
る
終
戦
後
の
新

宿
西
口
は
戦
火
で
ほ
と
ん
ど
全
壊
、
そ

の
中
で
残
っ
て
い
た
の
は
、
火
事
に
強

い
明
治
時
代
に
出
来
た
レ
ン
ガ
造
り
の

学
校
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
大
学
・
銀
行

浄
水
場
・
駅
前
の
交
番
位
し
か
残
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
線
路
沿
い
に

戦
後
出
来
た
お
店
屋
さ
ん
が
西
口
ガ
ー

ド
迄
続
き
日
用
品
を
商
い
し
て
い
た
。 

東
口
は
戦
災
に
免
れ
た
よ
う
で
、
三

越
、
伊
勢
丹
、
高
野
、
中
村
屋
、
映
画

館
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
岡
田
屋
、
二
幸

等
、
目
立
ち
、
日
曜
日
の
歩
道
は
歩
け

な
い
ほ
ど
の
人
で
賑
わ
い
、
商
店
も
栄

え
高
級
感
溢
れ
る
商
店
街
だ
っ
た
。 

其
れ
が
今
や
区
画
整
理
と
再
開
発

で
西
口
は
高
層
ビ
ル
が
次
々
建
ち
、
都

庁
も
出
来
、
副
都
心
に
変
貌
し
た
。 

今
日
は
、
六
十
年
前
を
思
い
出
し
な

が
ら
最
初
の
見
学
地
、
徳
川
家
康
が
晩

年
、駿
府
に
引
退
後
、年
に
何
度
か
は
、 

江
戸
城
に
滞
在
し
て
い
た
時
、
尾
張
撮

津
守
大
屋
敷
に
名
水
の
井
戸
が
あ
る
の

を
聞
き
、
鷹
狩
り
の
帰
路
そ
の
水
を
飲

み
、
鷹
狩
り
の
策
（
む
ち
）
を
洗
っ
た

と
言
わ
れ
る
伝
承
が
あ
り
、
今
は
都
指

定
旧
跡
の
「
策
（
む
ち
）」
を
示
す
モ
二

ュ
メ
ン
ト
と
区
設
置
の
旧
跡
説
明
板
が

エ
ル
タ
ワ
ー
西
南
隅
に
あ
っ
た
が
、
先

生
に
、
教
え
て
頂
か
な
い
と
余
り
に
も

小
さ
く
植
木
に
半
分
隠
れ
て
し
ま
い
、

通
り
す
ぎ
て
し
ま
う
。 

其
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
淀
橋
浄
水

場
が
作
ら
れ
た
の
は
明
治
十
九
年
に
東

京
で
コ
レ
ラ
が
流
行
し
、
九
千
八
百
人
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の
人
が
死
ん
だ
の
を
き
っ
か
け
に
明
治

三
十
一
年
に
玉
川
上
水
の
浄
水
場
と
し

て
建
設
さ
れ
東
京
市
民
の
生
活
を
支
え

て
き
た
が
副
都
心
の
再
開
発
の
為
昭
和

四
十
年
に
東
村
山
に
移
転
し
た
が
、
移

転
前
は
、
東
京
ド
ー
ム
七
個
分
の
大
き

な「
水
が
め
」が
有
っ
た
そ
う
で
す
が
、

現
在
浄
水
場
跡
碑
は
此
処
も
エ
ル
タ
ワ

ー
の
横
に
見
過
ご
し
て
し
ま
う
位
小
さ

い
碑
で
し
た
。
大
き
け
れ
ば
、
歩
く
人

の
目
に
留
ま
る
の
に
残
念
と
思
い
な
が

ら
歩
い
て
い
る
と
常
円
寺
に
着
く
、
本

堂
に
は
水
戸
光
圀
公
奇
進
の
像
立
本
堂

を
安
置
。
祖
師
堂
に
は
、
十
一
代
将
軍

徳
川
家
斉
公
が
江
戸
城
中
に
て
御
守
護

仏
と
し
た
「
感
応
胎
蔵
の
祖
師
像
」
を

奉
安
。
境
内
の
桜
は
、
綺
麗
に
咲
い
て

い
た
。
此
処
も
戦
災
で
焼
失
し
て
再
建

し
、
境
内
千
坪
に
、
便
々
湖
鯉
鮒
作
「
三

度
た
く 

米
さ
へ
こ
わ
し 

柔
ら
か
し 

思
ふ
ま
ヽ
に
は 

な
ら
ぬ
世
の
中
」
の

狂
歌
碑
（
文
政
二
年
）
が
有
り
、
成
程

と
思
っ
た
。 

二
千
坪
の
墓
地
に
は
、
幕
末
に
ロ
シ

ア
と
通
商
交
渉
に
あ
た
っ
た
筒
井
政
憲

大
使
、
日
銀
本
店
、
東
京
駅
、
大
和
型

戦
艦
な
ど
の
設
計
者
達
、
文
学
者
、
色

盲
検
査
法
を
開
発
し
た
石
原
博
士
等
、

当
時
活
躍
し
た
人
の
お
墓
が
有
り
、
歴

史
を
感
じ
な
が
ら
聞
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
平
和
記
念
展
示
資
料
館
―

都
庁
展
望
台
と
見
学
し
、
次
の
新
宿
中

央
公
園
は
（
小
西
六
写
真
工
業
の
敷
地

と
浄
水
場
跡
地
）
２
万
６
６
４
０
坪
と

い
う
広
大
な
敷
地
に
あ
り
約
８
万
本
の

樹
木
が
生
い
茂
り
、
ビ
ル
の
建
ち
並
ぶ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
、

こ
こ
は
都
会
の
オ
ア
シ
ス
的
存
在
の
公

園
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
桜
が
満
開

の
下
で
丁
度
お
花
見
を
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
を
見
か
け
た
。 

最
後
、
十
二
社
と
熊
野
神
社
（
新
宿

の
総
鎮
守
）
の
歴
史
も
聞
き
、
こ
の
あ

た
り
に
は
室
町
時
代
多
く
の
茶
屋
が
出

来
、
森
に
囲
ま
れ
た
池
と
滝
の
音
の
あ

る
景
勝
地
と
し
て
戦
前
ま
で
行
楽
の
賑

わ
い
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

お
昼
は
良
く
歩
い
た
の
で
住
友
三

角
ビ
ル
五
十
二
階
で
の
イ
タ
リ
ア
ン
コ

ー
ス
は
と
て
も
美
味
し
く
頂
き
、
お
天

気
も
最
高
！
気
持
よ
く
、
楽
し
く
歴
史

を
学
び
な
が
ら
歩
く
事
が
出
来
ま
し
た

こ
と
、
市
川
先
生
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

      

《
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
》
⑫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
田
健
治 

『
奇
跡
の
リ
ン
ゴ
』 

青
森
県
弘
前
、
リ
ン
ゴ
農
家
の
木
村

秋
則
は
妻
の
美
栄
子
が
散
布
農
薬
の
影

響
で
身
体
が
む
し
ば
ま
れ
て
い
る
。
そ

ん
な
妻
を
想
い
彼
は
無
農
薬
に
よ
る
り

ん
ご
栽
培
を
決
意
す
る
。
そ
れ
は
神
の

領
域
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
絶
対
不
可
能
な

栽
培
方
法
。 

数
々
の
失
敗
、
周
囲
の
反
対
、
極
貧

の
生
活
、
１
１
年
に
及
ぶ
木
村
家
家
族

の
想
像
を
絶
す
る
苦
闘
。
無
農
薬
り
ん

ご
の
栽
培
は
成
功
す
る
の
か
？
奇
跡
は

起
き
る
の
か
？ 

 

阿
部
サ
ダ
オ
が
見
事
な
好
演
、
妻
役

菅
野
美
穂
が
け
な
げ
に
演
じ
る
。
ベ
テ

ラ
ン
山
崎
努
、
原
田
美
枝
子
、
笹
野
高

史
が
脇
を
固
め
る
。
久
石
譲
の
音
楽
を

バ
ッ
ク
に
東
北
の
風
物
詩
が
描
か
れ
る
。

実
話
を
も
と
に
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ

マ
だ
。 

 
東
宝 

監
督 

中
村
義
洋 

６
月
８
日
公
開 

 

★
★
★
★
★ 

 

『
オ
ー
ス
！ 
バ
タ
ヤ
ン
』 

 

９
４
歳
に
し
て
い
ま
だ
現
役
歌
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
田
端
義
夫
の
、
唄

と
女
性
を
愛
し
た
半
世
紀
。
彼
の
第
二

の
故
郷
、
大
阪
鶴
橋
で
の
ワ
ン
マ
ン
シ

ョ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
え
が
く
。

愛
用
の
電
気
ギ
タ
ー
を
か
か
え
る
得
意

の
ス
タ
イ
ル
で
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
歌

う
。「
か
え
り
船
「「
大
利
根
月
夜
」
は

圧
巻
、「
赤
と
ん
ぼ
」「
浜
千
鳥
」
の
童

謡
は
心
を
打
つ
。
と
に
か
く
唄
が
う
ま

い
。鍛
え
ら
れ
た
天
性
の
声
と
節
回
し
、

独
特
な
色
気
を
か
も
し
だ
す
。
彼
の
人

柄
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
立
川
談
志
、
千
昌

夫
、
小
室
等
ら
多
く
の
友
人
が
語
る
。

ま
る
ご
と
バ
タ
ヤ
ン
。
感
動
を
与
え
る

音
楽
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。 

ア
ル
タ
ミ
ラ
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
。 

 

監
督 

田
村
猛
太
雲 

 

５
月
１
８
日
公
開 

 

★
★
★
★
☆ 

「
追
悼
バ
タ
ヤ
ン
」 

四
月
二
十
五
日
享
年
九
十
四
才 

映
画
の
公
開
を
楽
し
み
に
し
つ
つ
バ
タ

ヤ
ン
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。 

心
よ
り
、
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
合
掌 

  

話
の
ひ
ろ
ば      

  

▼
大
江
戸
花
巡
り
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

敏
彦 

 

三
月
二
十
九
日
（
金
）、
八
時
半
に
大

江
戸
線
練
馬
駅
出
発
。参
加
者
十
九
名
。
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三
月
も
終
わ
り
の
頃
と
な
っ
た
の
だ
が
、

桜
の
花
は
満
開
で
見
事
だ
。 

 

 
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
で
市
川
先
生
と
合
流
し
、

新
宿
タ
ワ
ー
ビ
ル
地
下
に
て
今
日
半
日

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
く
。
そ
し
て
地

上
へ
出
て
徳
川
家
康
が
狩
に
行
く
途
中

に
策
（
む
ち
）
を
洗
っ
た
と
い
う
「
策

の
井
」
の
碑
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

青
梅
街
道
沿
い
に
あ
る
常
円
寺
へ
。
こ

こ
に
は
幕
末
に
幕
府
の
全
権
大
使
と
し

て
ロ
シ
ア
と
通
商
交
渉
で
活
躍
し
、
江

戸
末
期
に
波
乱
万
丈
の
人
生
を
送
っ
た

筒
井
政
憲
の
墓
が
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
住
友
ビ
ル
に
あ
る
平
和
祈

念
展
示
資
料
館
に
行
き
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
知
っ
た
。
そ
の
後
、
都
庁
の
南
展

望
台
か
ら
周
辺
の
景
色
を
眺
め
た
。 

 

か
っ
て
は
淀
橋
浄
水
場
だ
っ
た
新
宿

中
央
公
園
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
、 

十
二
社 

熊
野
神
社
へ 

紀
州
熊
野
三

山
よ
り
権
現
を
祠
っ
た
と
の
事
だ
。
境

内
は
緑
も
多
く
池
も
あ
っ
た
。 

住
友
ビ
ル
五
二
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で 

昼
食
を
済
ま
せ
、
二
時
に
解
散
し

た
。
僕
は
普
段
自
転
車
を
使
う
事
が
多

い
の
で
、
こ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
少
し

疲
れ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
つ
く
っ
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
感

謝
し
、
エ
ル
カ
ン
タ
ー
レ
に
も
感
謝
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

     

 

▼
大
江
戸
カ
ル
チ
ャ
ー 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

村
松 

千
鶴 

三
月
二
十
九
日 (

金)

十
九
人
の
参

加
者
は
、
新
宿
駅
で
市
川
先
生
と
合
流

し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

最
初
の
立
ち
寄
り
は
、
徳
川
家
康
が

鷹
狩
の
帰
途
に
汚
れ
た
策
を
洗
っ
た
と

言
わ
れ
る
井
戸(

策
の
井)

で
す
。
説
明

板
を
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の

小
さ
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
が
、
な
ん

と
今
も
水
が
枯
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。 

歩
く
こ
と
五
分
で
常
円
寺
到
着
。
千

坪
を
越
え
る
境
内
に
は
大
江
戸
三
大
桜

の
一
つ
で
あ
る
大
枝
垂
桜
が
満
開
で
素

晴
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
川
先
生
か
ら
蜀
山
人
の
狂
歌

碑
や
文
化
人
の
お
墓
の
説
明
を
受
け
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

住
友
ビ
ル
五
十
二
階
の
平
和
祈
念
展

示
資
料
館
で
は
、
戦
争
体
験
の
労
苦
や

シ
ベ
リ
ア
の
強
制
収
容
所
で
の
様
子
を 

知
り
改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
都
庁
展
望
台
へ
。
展
望
台
か
ら

見
下
ろ
す
副
都
心
の
ビ
ル
街
は
、
か
つ

て
宿
場
の
一
つ
と
し
て
、
大
変
栄
え
た

そ
う
で
す
。
新
宿
中
央
公
園
を
抜
け
、

十
二
社 

熊
野
神
社
へ
。
こ
こ
は
室
町

時
代
、
江
戸
西
郊
の
景
勝
地
と
し
て
大

変
な
賑
わ
い
だ
っ
た
そ
う
で
、
歌
川
広

重
の
名
所
江
戸
百
景
の
絵
に
も
描
か
れ

て
い
ま
す
。
街
道
を
行
き
交
う
人
々
や

移
り
行
く
風
景
を
見
て
き
た
桜
に
心
を

馳
せ
、
今
日
の
無
事
を
感
謝
し
、
手
を

あ
わ
せ
ま
し
た
。 

昼
食
は
美
味
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
で
会

話
も
弾
み
、
花
よ
り
団
子
の
締
め
と
な

り
ま
し
た
。 

 

掲
示
板 

◆
「
ま
ゆ
の
会
」
の
お
知
ら
せ 

日
時 

五
月
十
三
日
（
月
） 

午
後
一
時 

場
所 

 

豊
玉
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー 

作
る
物 

 

モ
ー
ル
で
花
を
作
り
ま
す 

持
っ
て
く
る
物 

 

ハ
サ
ミ
・
ペ
ン
チ 

 

◆
「
例
会
」
の
予
告 

六
月
十
日
（
月
） 

豊
玉
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
十
時 

「
一
〇
二
日
間
南
周
り
地
球
一
周
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
」
の
旅 

 
お
話 

小
坂 

茜 

 

◆
「
春
の
一
泊
旅
行
」
は
参
加
人
数
が

少
な
い
為
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

参
加
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

◆
毎
月
ニ
ュ
ー
ス
に
健
康
だ
よ
り
を
載

せ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
（
五
月
号
）

で
終
了
致
し
ま
す
。
松
島
先
生
に
は
長

期
に
亘
り
原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
り
、
健

生
会
に
対
し
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
こ

と
誠
に
有
り
難
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

◆
六
月
号
よ
り
、
健
生
会
会
員
の
佐
々

木
明
医
師
に
医
者
と
し
て
の
立
場
か
ら

見
た
高
齢
者
に
知
っ
て
欲
し
い
事
等
を

書
い
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

◆
小
銭
募
金
の
報
告 

二
十
四
年
度
の
小
銭
募
金
の
ご
協

力
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

合
計 

四
千
八
百
三
十
一
円 

集
ま
り
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
し
て
、
役
立
て
て
頂
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
計 

 

菅
原 

 

ご
協
力
頂
い
た
方 

近
江
勇
吉 

内
田
稚
代 

河
合
寿
恵
子 

坂
根
洋
子 

関
と
み
の 

内
田
ま
さ
子 

細
野
愛
子 

笠
井
典
子 

中
村
千
代
古 

並
木
俊
子 

鈴
木
敏
彦 

菅
原
美
佐
子 

 

◆
再
入
会 

 

遠
武 

健
好
氏 

 

 

井戸（策の井） 

モニュメント 
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「
四
月
役
員
会
報
告
」 

（
二
日
・
出
席
者
） 

ボ
ラ
セ
ン
三
階 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

秋
元
婦
み
子 

近
江
勇
吉  
小
坂 

茜  

菅
原
美
佐
子 

中
村 

清 

保
坂
武
雄 

宮
田
頼
子 

 

土
橋
昌
子 

内
田
ま
さ
子 

 
司
会 
内
田
稚
代 

★
総
会
資
料
・
印
刷
日
前
に
も
う
一
回
、

日
を
設
け
て
資
料
校
正
、確
認
を
す
る
。 

十
六
日
、
午
前
中
に
決
ま
る
。 

★
総
会
日
配
布
物
の
確
認 

総
会
議
案
集
・
名
簿
・
健
生
会
案
内 

お
菓
子
・
係
り
も
決
め
た
。 

★
７
月
の
納
涼
会
に
付
い
て
は
此
れ
か

ら
決
め
る
。 

★
三
月
二
十
九
日
の
大
江
戸
花
め
ぐ
り

の
感
想
は
、
と
て
も
良
か
っ
た
が
、
一

度
休
憩
を
入
れ
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
た
。 

★
松
島
先
生
の
健
康
だ
よ
り
に
つ
い
て 

今
後
ど
う
す
る
か
話
し
合
っ
た
。 

★
練
馬
区
国
保
年
金
課
特
定
検
診
担
当

課
か
ら
健
康
事
業
を
企
画
、
実
施
す
る

団
体
募
集
の
連
絡
が
来
て
い
る
の
で
、

検
討
し
て
受
け
る
方
向
で
進
め
る
。 

★
会
長
に
パ
ワ
カ
レ
六
期
生
授
業
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
取
特
し
た
話
の
依
頼
が
入
り
、

引
き
受
け
、
健
生
会
へ
の
お
誘
い
も
し 

 

 

て
く
る
予
定
。 

★
健
康
連
絡
会
・
春
の
健
康
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
五
月
二
十
六
日
（
日
）
一
時
半

～
四
時
半
、
健
生
会
受
付
手
伝
い
は 

一
時
集
合
＝
青
木
、
内
田
、
近
江
、 

菅
原
、
保
坂
、
土
橋 

★
中
西
っ
子
ひ
ろ
ば
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
会
議
、
四
月
十
九
日
（
金
） 

連
絡
あ
り
。
出
席
者
の
確
認
を
し
た
。 

★
会
員
数
四
月
現
在
一
八
０
名 

★
今
後
の
行
事
予
定
の
確
認
と 

ニ
ュ
ー
ス
内
容
の
確
認 

★
四
月
の
二
ュ
ー
ス
作
業 

＊
割
付
・
校
正
四
月
二
十
三
日
（
火
） 

ボ
ラ
セ
ン
十
時
～
十
二
時 

＊
印
刷
・
発
送
四
月
二
十
六
日
（
金
） 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
十
時
～
十
二
時 

第
一
会
議
室 

 

★
五
月
役
員
会
七
日
（
火
） 

十
時
～
十
二
時
ボ
ラ
セ
ン 

司
会
・
小
坂 

文
責
・
内
田 

      

 
 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

◆
「
ニ
ュ
ー
ス
【
割
付
／
校
正
】」 

（
三
月
二
十
二
日
・
練
馬
ボ
ラ
セ
ン
） 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

秋
元
婦
み
子

近
江
勇
吉 

中
村 

清 

内
田
ま
さ
子 

土
橋
昌
子 

宮
田
頼
子 

 
 ◆

「
ニ
ュ
ー
ス
【
印
刷
／
発
送
】」 

（
三
月
二
十
六
日
・
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

青
木
玲
子 

石
毛
栄
子 

秋
元
婦
み
子 

市
原
澄
子 

今
村
安
江 

内
田
ま
さ
子 

内
田
稚
代 

近
江
勇
吉 

島
田
フ
サ
子 

葛
谷
豊
子 

志
村
松
枝 

菅
原
美
佐
子 

嶋
木
和
子 

高
山
節
子 

高
橋
保
孝 

中
村 

清 

保
坂
武
雄 

宮
田
頼
子 

橋
本 

光 
 

◆
「
安
心
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

(

四
月 

小
竹
小
学
校) 

岩
根
厚
子 

中
村 

清 

◆
「
中
西
っ
子
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

（
四
月 

中
西
小
学
校
） 

青
木
玲
子 

坂
根
洋
子  

浜 

利
一 

保
坂
武
雄  

関
根
伸
子   

 

◆
「
お
し
め
た
た
み
／
ボ
ラ
」 

 

（

四

月

五

日

・

小

茂

根

） 
 
 
 
 

鈴
木
敏
彦 

篠
崎
玲
子 

菅
原
美
佐
子 

鷺
池
聰
子 

高
村
直
子 

大
久
保
晴
子 

清
水
マ
ツ
子 

 
 

（
四
月
十
九
日
・
小
茂
根
） 

高
村
直
子 

鈴
木
敏
彦 

菅
原
美
佐
子 

篠
崎
玲
子 

秋
元
婦
み
子 

 

清
水
マ
ツ
子 

 

 

◆
「
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
会
」 

 
 
 
 
 
 

（
四
月
十
二
日
） 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
六
階 

 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
三
十
人
分 

保
坂
武
雄 

篠
崎
玲
子 

菅
原
美
佐
子 

市
原
澄
子 

清
水
マ
ツ
子 

 

  

◆
「
や
す
ら
ぎ
会
」 

四
月
五
日 

 

厚
生
文
化
会
館 

出
席
者 

十
六
名 

四
月
十
九
日 

厚
生
文
化
会
館 

 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
者 

十
一
名 

 

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
昼
食
の
あ
と 

 

切
手
切
り
や
編
み
物
を
し
て
い
ま
す
。 
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２０１３年  ５月 行 事 案 内 

 

▼  １日（水） ９：３０「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼  ２日（木）１３：００「総会」練馬区役所本庁舎２0階 交流会場 

▼  ７日（火）１０：００「役員会」午後は記念誌について ボランティアセンター 

▼ １０日（金）１２：００「やすらぎ会」食事会 かごの屋 石神井公園店（11:45分集合） 

▼ １０日（金）１２：００「きらら生活支援昼食会」豊玉すこやかセンター6階 

▼ １１日（土） ８・００「歩こう会」大江戸線練馬駅改札口（７：５０分）集合 

▼ １１日（土）１３：３０「自彊術」開進第二小学校 

▼ １３日（月）１３：００「まゆの会」豊玉リサイクルセンター 

▼ １５日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ １７日（金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼ １７日（金）１０：００「健康連絡会」光が丘保健相談所 

▼ １８日（土）１３：３０「自彊術」開進第二小学校 

▼ ２３日（木）１４：００「なべさんの湧くわく講座」豊玉高齢者センター 

▼ ２３日（木）１６：００「なべさんの湧くわく囲碁講座」豊玉すこやかセンター 

▼ ２４日（金）１０：００「ニュース：校正」ボランティアセンター３階 

▼ ２４日（金）１２：００「やすらぎ会」厚生文化会館 

▼ ２６日（日）１３：００「健康フェスティバル」光が丘区民センター2階 集会室 

▼ ２８日（火）１０：００「ニュース：印刷発送」生涯学習センター「第二会議室」 

 

行 

事 

案 

内       
          

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

▼
「
第
二
十
九
回 

健
生
会 

総
会
」 

五
月
二
日
（
木
） 

 

受
付
午
後
一
時 

 

開
始
一
時
三
十
分 

場
所 

練
馬
区
役
所
本
庁
舎
二
十
階 

交
流
会
場 

今
期
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
得
後
、
初
の
総 

会
で
す
。
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上 

ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申 

し
上
げ
ま
す
。 

尚
、
当
日
二
十
五
年
度
会
費
も
受
付
で 

納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

    ▼
「
歩
こ
う
会
」
の
お
知
ら
せ 

お
休
み
し
て
い
た
歩
こ
う
会
が
、 

時
間
を
変
更
し
て
再
会
！ 

五
月
十
一
日
（
土
） 

七
時
五
十
分 

大
江
戸
線
練
馬
駅 

改
札
口
集
合
。
八
時
出
発 

▽
コ
ー
ス
：
大
江
戸
線
練
馬
駅
～ 

九
段
坂
下
車
。
（
歩
）
靖
国
神
社
前
～ 

皇
居
堀
端
半
周
。
（
千
鳥
が
淵
公
園
～ 

内
堀
通
り
～
三
宅
坂
～
日
比
谷
～ 

都
営
東
銀
座
）
新
歌
舞
伎
座
地
下 

売
店
で
み
や
げ
も
の
な
ど
。 

喫
茶
店
で
休
憩
。
都
営
浅
草
線
東
銀 

座
～
練
馬
帰
着
。 

         
 
 

編 

集 

後 

記 
           
 
 
 

 

 

編 

集 

後 

記 

 

毎
月
第
三
金
曜
日
は
健
康
連
絡
会
の 

集
ま
り
が
六
つ
の
保
健
所
を
年
二
回
ず 

つ
回
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に 

参
加
す
る
と
様
々
な
会
が
努
力
し
て
段 

々
に
輪
を
広
げ
て
い
く
様
子
が
分
か
っ 

た
り
、
今
度
は
健
生
会
で
も
こ
の
ア
イ 

デ
ア
を
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
帰
っ
て 

き
た
り
し
ま
す
。 

今
日
は
突
然
練
馬
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病 

友
の
会
の
久
我
さ
ん
か
ら
、
ウ
ク
レ
レ 

の
指
導
者
が
６
月
に
入
院
す
る
こ
と
に 

な
り
、「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」
に 

出
場
で
き
な
く
な
っ
た
と
告
げ
ら
れ
ま 

し
た
。
す
ぐ
に
隣
に
座
っ
て
い
た
ブ
ー 

ケ
の
会
の
久
保
田
さ
ん
が
困
っ
て
い
る 

私
を
見
て
、
こ
う
い
う
人
が
喜
ん
で
出 

場
し
て
く
れ
る
と
思
う
と
一
人
の
男
性 

を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
だ
そ
の 

方
に
お
願
い
す
る
か
決
ま
っ
て
は
い
ま 

せ
ん
が
、
も
し
会
員
の
皆
様
か
ら
の
推 

薦
が
あ
れ
ば
今
年
は
一
つ
だ
け
違
っ
た 

催
し
を
「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」 

に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

で
き
れ
ば
障
が
い
が
あ
り
な
が
ら
も 

が
ん
ば
っ
て
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て 

い
る
グ
ル
ー
プ
が
良
い
の
で
す
が
、
五 

月
の
初
め
迄
待
ち
ま
す
の
で
、
推
薦
し 

た
い
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
青 

木
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

Ｒ
．
Ａ
． 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

 
 

  
     

    
     

 
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

 

 

 

 

  


